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洗面化粧台
取付説明書

1PMB-0950(18032)

●ストーブやヒーターなど熱を発生するものの近くに設置
しないでください。
※変色や変形、火災を起こす恐れがあります。

●酸性、アルカリ性および塩素系の洗剤類、ベンジン、
シンナー、ラッカー、アルコールなどの溶剤や油類を
使用して本体を拭かないでください。

●浴室内などの高温多湿な場所や水に浸る可能性がある
床面には設置しないでください。

●取付けに際しては、必ずこの取付説明書に従い正しく取り付けてください。

●「保証書（取扱説明書裏表紙）」は貴店名、取付日を忘れずに記入のうえ、必ずお客さまにお渡しください。
※水栓金具については、それぞれ付属の説明書に従い正しく取り付けてください。
※この取付説明書に記載されていない方法で取り付けられ、それが原因で故障を生じた場合は、商品の保証をいたしかねますので十分ご注意ください。

※ゆるんでいると、蝶番が外れて扉が落下し、ケガを
する恐れがあります。

※感電やショート・発火による火災の恐れがあります。

※発熱や発火による火災の恐れがあります。

PVU-604 PVU-754

4本

固定ねじ
（ワッシャー付なべ
 φ4.5×60mm）
または
（平頭φ4.5×60mm）

取っ手取付用ねじ
（低頭φ4.0×24mm）

取っ手取付用ねじ
（低頭φ4.0×24mm）

取っ手 2個

4本

品　番PVN-605SY
PVN-755SY

PVN-605S
PVN-755S

PVN-600
PVN-750品　番

PV 洗面化粧台

水栓金具

上下昇降式排水栓
（固定部材付）

ヘアキャッチャー

ホースガイド

水受けトレイ

固定ねじ
（トラスφ4.0×50mm）

排水アダプター

排水プレート

排水トラップ

取っ手

取付説明書
取扱説明書

1セット

1セット

1個

1個

1個

1個

2個

各1部

2本

1セット―

取付前の注意

付属部品

1個―

４本

アッパーキャビネット

※洗面ボウルにキズが付くと補修しても完全に元の状態
には戻りません。

※人体に影響が出たり、使用部材の損害や劣化の原因に
なります。

※不陸があるまま取り付けると、キャビネットがひずむ
場合があります。

●洗面ボウル表面は傷つきやすいので次の点に注意し
て作業してください。
・キャビネットや工具などの固い物を洗面ボウルの
上に落としたり、載せてひきずったりしないでく
ださい。

・洗面ボウルの上に乗らないでください。

●電源プラグを抜くときは、コード部分を持って引っ張らな
い。必ず先端のプラグ部を持って引き抜いてください。

または
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540

50～70mm

30～50mm

●壁排水の場合は市販の排水アダプターをご使用ください。
●建築側排水管と開口部に隙間がある場合は、シリコン
でコーキングしてください。

寸法図

取付前の確認

●洗面化粧台：PVN-600、605S、605SY
PVN-750、755S、755SY

●アッパーキャビネット：PVU-604
PVU-754

※1
▲上記図面仕様寸法

600間口600
間口750 750

※2
500
650

※3
450
528

※4
75
111

※5
438
588

※6
596
746

※7
510
528

※8
45
111

1. 給水･給湯の確認
給水･給湯の条件、水栓金具の設置条件は別紙シング
ルレバー洗髪シャワー水栓の説明書（2ハンドル混合
水栓には付属しません。）をご覧ください。

2. 配管工事の確認
給水･給湯管および排水管が所定の位置に指定の給排
水管仕様で取り出してあるか確認してください。

20

120

120

140

460
400

A

20
120
B

※取出寸法が短いと、排水トラップと接続で
きず、漏水を引き起こす恐れがあります。

P.2 寸法図参照

間口(mm) 600
205A

B 210

750
250
280

●壁の不陸が5mm/2mを超える場合は、
必ず壁を施工しなおしてください。

取付強度を保てない場合、キャビネットが落下してケ
ガをする恐れがあります。下記事項が守られているこ
とを事前に確認のうえ、取付けを行ってください。

ねじ固定位置

FL FL

幅９０Ｘ厚さ３０補強木
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（取付穴7.5mm、深さ60mm以上）

●床面は強固でガタツキ・たわみが生じないことを確認してください。
※キャビネットがガタついたり、取付精度（納まり）が悪くなる恐れがあります。

壁面 壁面 壁面

お願い
●洗面ボウル、キャビネットの扉は表面にキズが付きやすいため、取扱いには十分注意してく
ださい。

●洗面ボウルにキズがついた場合、下記手順で補修してください。
①表面のゴミやほこりを水で洗い流します。
②#600-800の耐水ペーパーで水をつけながらやさしく磨きます。
③#1500-2000の耐水ペーパーで水をつけながらやさしく磨きます。
④表面の削粉を水で洗い流します。
⑤最後に柔らかい布にコンパウンドを適量つけてツヤがでるまで繰り返し磨きます。

ワンポイント
●キャビネットを壁に固定する際、扉が邪魔になるときは、扉を外して作業することもできます。
キャビネットの扉の着脱方法は、後述の「扉の取付方法」「扉の取外し方法」をご覧くださ
い。扉を外した場合は、必ず扉を取り付けてください。
扉を取り付けた後、必ず扉の調節をしてください。調節方法は、後述の「扉の調節」をご覧
ください。

●水栓金具はキャビネットに固定する前に洗面ボウルに取り付けておくと取付作業が行いや
すくなります。

〔床給排水の場合〕

〔壁給排水の場合〕

106

D

B

126

間口(mm) 600 750
A 164 239
B 264 339
C 79 109
D 74 79

B

C

400
460

給水穴φ30～45

排水穴φ55～60

ヘアキャッチャー、
上下昇降式排水栓の取付け

A

A

底板底板
給水穴φ30～45

排水穴φ55～60

キャビネットを取付可能な壁面
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(SF-500SY(N)-MB9、SF-500S(N)-MB11の場合)

ヘアキャッチャー、上下昇降式排水栓の取付け

2

■ヘアキャッチャーの取付け
ヘアキャッチャーの凹部を奥側に向けて、排水口の凸部に合わせるように
取り付けます。

■上下昇降式排水栓の取付け
排水口に取り付けたヘアキャッチャーの上に上下昇降式排水栓をのせます。

【上下昇降式排水栓の開閉方法】
ツマミを左右に９０度ずつ回転させて排水栓を開閉します。

■固定部材の取付け
上下昇降式排水栓につながっている固定部材をフランジに「パチッ」と音がす
るまで差し込みます。

キャビネット本体を指定の位置に設置します。
付属の固定ねじ（トラスφ4.0×50mm）で洗面化粧台を壁に固定します。

キャビネットを固定するときは、水準器で水平を確認してから取り付けてくだ
さい。
※キャビネットが傾き、倒れてくる可能性があります。

固定部材

フランジ

洗面ボウル

4

3

背板の穴

なべφ3.5×
16mm

ホースガイド

ストッパー
赤いテープの
位置に取り付ける

開ける

開ける

閉める閉める

凸部

排水口 ヘアキャッチャーを
取り付けた状態

水栓金具の取付けは、水栓金具の施工説明書（２ハンドル混合水栓には付属しませ
ん。）をご覧ください。

凹部

ヘアキャッチャー

排水口

ヘアキャッチャー

上下昇降式排水栓

トラスφ4.0×50mm
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●接着には耐熱塩ビ用接着剤は使用しないでください。
※漏水し、家財などを濡らす財産損害発生の恐れがあります。
●ナット類は手でしっかりと締め付けてください。
※締付トルクの目安は3.5N・mです。
※締付けが不十分だと漏水を引き起こす恐れがあります。
●袋ナットは強く締めすぎないようにしてください。
※排水口部分が破損し、漏水を引き起こす恐れがあります。
●排水トラップは、印を合わせて取り付けてください。
※排水能力が悪くなり、漏水を引き起こす恐れがあります。
●パッキンの向きに注意してください。
●管は奥に当るまで差し込んでください。
●袋ナットはしっかり締めてください。
※漏水し、家財などを濡らす財産損害発生
の恐れがあります。

取付前の確認
オーバーフローはあらかじめ化粧台に取り付いています。オーバーフロー
の袋ナットがゆるんでいる場合は、3.5N・mで締め付けてください。
トラップ取付時の注意
・袋ナットは手でしっかりと締め付けてください。
※漏水し、家財などを濡らす財産損害発生の恐れがあります。

・あらかじめ排水管下部に袋ナット、パッキンを通し、それから排水ト
ラップU字管を差込部の最後まで入れてください。
※パッキンの向きに注意して、管は奥に当たるまで差し込んでください。

・建築側排水管と開口部に隙間がある場合は、シリコンでコーキングして
ください。

・配管の接着は接着面全面に塩ビ用接着剤を十分に塗り、奥まで十分に差
し込み接着してください。
※排水アダプターの上部の袋ナットをしっかり締め付けてください。排
水トラップのガタツキや臭気漏れの原因になります。

洗面ボウル下の排水管と排水トラップを図のように取り付けてください。

壁排水の注意
・壁排水時、排水トラップのくぼみが建築側の継手やアダプターと重な
らないように注意してください。

・壁排水の場合は市販の排水アダプターを使用してください。

フレキ管はゴムパッキンを介して取り付
けてください。
※シングルレバー洗髪シャワー水栓
(SF-500SY(N)-MB9、SF-500S
(N)-MB11)の場合はフレキ管を使い
ません。

5

※止水栓は別途手配品です。

床排水の注意
・床排水の場合、建築側排水管に排水アダプターを接着して固定してください。
※排水能力が悪くなり、漏水を引き起こす恐れがあります。

〔床排水の場合〕

6

〔壁排水の場合〕

（フレキ管は別途手配品です）

配管用シール材

R1/2

建物側給水（給湯）
背板

止水栓

接続ソケット

パッキン

フレキ管
F-350

袋ナット
ゴムパッキン

ゴムパッキン

止水栓

R1/2

底板建築側給水管
（給湯管）

配管用シール材

三角パッキン

座金
締付ナット

接続ソケット

排水管

印を合わせて
ください

ガタツキがある場合は
排水管用接着剤で接着
してください。

袋ナット

パッキン

パッキン

排水プレート

排水アダプター

排水トラップＵ字管

袋ナット

建築側排水管
（ＶＰ、ＶＵ管）

排水トラップの
くぼみ

印を合わせてください

パッキンの
先細り方向を
接続側に

袋ナット

2ハンドル混合水栓
（LF-4275A-MB7（-U））
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アッパーキャビネットの取付け 洗面ボウル周囲のシール

取っ手を取っ手取付用ねじ（低頭φ4.0×24mm）で図のように手回しプラスドライバー
で取り付けます。
※電動ドライバーは使用しないでください。締付トルクが強すぎるため、ねじが空転して
取り付けられなくなることがあります。

アッパーキャビネットをミラーキャビネットの上に設置し、キャビネットの内側より固
定ねじで壁に設置します。

キャビネットの取付位置は、周囲の可動物と扉が当たらないことを
確認してください。
※使用中、扉が当たり、破損・落下し、ケガをする恐れがあります。

コーキングしないと、合わせ部から水が浸入しキャビネットや壁・床を傷
める場合があります。

洗面ボウルと壁の合わせ部をシリコンでコーキングします。

低頭φ4.0×24mm

シリコンコーキング

ワッシャー付なべφ4.5×60mm
または
平頭φ4.5×60mm
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取付後の確認
2ハンドル混合水栓

8.0L/ 分

約 1分30秒

約1分50秒

約1分30秒

約1分50秒

シングルレバー洗髪シャワー水栓
8.0L/ 分

間口

600

750

※取付ねじ

※取付ねじは絶対にゆるめないでください。

Bねじ（左右調節用）

Bねじ（調節方向）

●扉と側板の隙間が上下異なるとき

調節後は、必ずAねじ、Cねじが固く締め付けられていることを確認してください。
※ゆるんでいると、蝶番が外れて扉が落下し、ケガをする恐れがあります。

ワンポイント
●Aねじ、Bねじ、Cねじは扉を取り付けたままで調節できます。
●2枚扉（両開き）の場合で、片方の扉だけで調節できないときは、左右の扉
を交互に調節してください。

〇取付ねじが十分に締まっていること
〇ガタツキ・壁とキャビネットとの隙間がないこと
　※ガタツキや隙間がある場合は、ねじ位置を変えて取り付け直してください。
〇扉のチリがそろっていること
　※そろっていない場合は、後述の「扉の調節」で調節します。

排水栓を閉じて満水にした洗面ボウルへ吐水するときに、洗面ボウルから水があふ
れないように水側、湯側の止水栓を手回しマイナスドライバーで回して流量（L/ 分）
を調節します。不用意に水栓金具のハンドルを全開にした場合の水の飛散を防止す
るために、水栓金具のハンドルを全開にして、水栓金具が各々の流量（L/ 分）になる
ように湯水の止水栓を調節してください。洗面ボウルが満水になるまでの時間は右
表の通りです。

■吐水口の掃除
通水確認時に吐水口の掃除を実施してください。
※詳細は、水栓金具に同梱の施工説明書（2ハンドル混合水栓には付属しません。）
をご確認ください。

基準線

Bねじ

Bねじ

Aねじ

キャビネット

基準線

基準線

基準線

扉

扉

※取付ねじ

※取付ねじ

Ｃねじ（上下調節用）

Ａねじ（調節方向）

Ｃねじ（調節方向）
ゆるむ
しまる

Ａねじ（前後調節用）

Ｂねじ
（左右調節用）

※ 取付ねじ ※ 取付ねじ

※ 取付ねじ
Ｃねじ（上下調節用）

Ｃねじ（調節方向）

Aねじ
（調節方向）

Bねじ
（調節方向）

Ａねじ
（前後調節用）

ゆるむ
しまる

各ねじの調節方向と調節量

Ａねじ
（前後調節）

Bねじ
（左右調節）

Cねじ
（上下調節）

ねじを軽くゆるめて、扉を上下に少しずつ動かして
調節します。
　上へ1.5mm、下へ1.5mm

ねじを軽くゆるめて、扉を前後に少しずつ動かして
調節します。
　前へ2mm、後へ1mm

1.5mm

4.0mm4.0mm4.0mm
1.0mm

1.0mm

2.0mm

Bねじ
Cねじ

Aねじ

　右へ回す→内側へ4mm
　左へ回す→外側へ1mm

1.5mm

1.0mm1.0mm

2mm 2mm

2mm 2mm

2mm 2mm

ゆるむ しまる

●扉の調節は、下記寸法を目安に調節してください。
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扉の取外し方法 扉の取付方法
●ねじ固定式の場合
 A ねじを手回しプラスドライバーでゆるめた後、扉を矢印の向きに引っ張って
取り外します。

●ワンタッチ式の場合
 ①扉を矢印の向きにスライドさせて蝶番の軸AをフックBに引っ掛けます。

扉の取付後は、蝶番が台座へしっかりはまっていることを確認してください。
※扉の外れや落下によりケガをする恐れがあります。

●ワンタッチ式の場合
蝶番の着脱レバーを手前に引き、蝶番を矢印の向きに引っ張って取り外します。

②蝶番の着脱レバーをフックCに合わせ、蝶番を矢印の向きに「カチッ」と音
がするまで押します。

Aねじ

着脱レバー

Aねじ

台座

本体後部溝

着脱レバー

フックC

台座

フックB

スライド

軸A

着脱レバー

フックC


